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「1000 万円で建てるカーボンニュートラルハウス」 

～被災地域の復興を含む未来型自立住宅の提案～ 
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【WG 共通コンセプト】               

500 LAB. イオカワラボラトリ 

 

居住期間の設定（２年間）がなされ、音・熱・衛生面など様々なトラブルに悩まされながら、 

その期間内に仮設住宅から出られる人は多くはない。解体・撤去時の問題も看過できない。 

このような標準型仮設住宅が抱える問題点を鑑みた結果、 

被災者が必要とする住宅を「仮設」というかたちに限定せず、 

「仮設」の先にあるものを提案することとします。 

 

広義において「仮設」の先にあるすまい 

―仮設住宅でのくらしの次の段階で展開するすまい 

―仮設住宅の位置づけだが、居住期間を限定せず中長期にわたり持続が可能なすまい 

 

こうした思考を軸に、復興に向かう住宅を提案します。 

その指標となるキーワードを、「仮設」の先という意味を込めて以下としました。 

 

【 か 設住宅 から き 設住宅 へ 】 

き が持つ意味を挙げると 

基・起 

―新たな生活が始まる基点（起点） 

―無理をしなくても実現可能な、高い性能を持つ省エネ住宅の基準の設定 

 ―1000 万円という建設コスト（1000） 

  ―カーボンニュートラルというスペック（CNH） 

―基本形がほどほどに快適な住まい（家の成長と共にさらに快適になる住まい） 

規 

―仮設・復興住宅の枠に収まらない、全国で展開が可能な規格 

―規格化が可能な工法や材料の選定 

季 

―季節ごとに自然からの恩恵を享受する 

  ―パッシブ（日射と通風）、アクティブ（太陽熱温水器や太陽光発電） 

木・樹 

―地場材の使用（地産地消） 

―バイオマス燃料（ペレットや薪）の使用 

―夏の日射を遮蔽する落葉樹 

  ―樹木の成長が住宅の成長の写し鏡となる 



生 

―構法・材料・しくみがそのまますまいをかたちづくる 

器 

―「十分な断熱材」「換気による熱損失の縮減」「高性能な開口部」「太陽熱の利用」などを

標準的に盛り込む、誰にとっても使い勝手のよい器 

危機 

 ―復興住宅に於いて不可欠な、同じ被害に再び遭わないための危機管理がなされる住宅 

  ―内外の緩衝ゾーンとなる風除室の設置（自宅避難指示に対応） 

  ―換気・暖房を止めざるを得ない状況でも長時間凌げる環境（同上） 

  ―ローコストで、金物使用の構法（地震対策） 

 

そのほか、帰、希、喜・・。復興を喚起させることばの数々が、きという音で発せられます。 

 

き設住宅は、「1000 万円で建つカーボンニュートラルハウス」に限定しない、普遍的

な省エネ住宅の指標ともいえます。 

 

 

※1000 万円のカーボンニュートラルハウス（CNH1000）は成立しえるか？ 

 岩手のエコ住宅（杢創舎）を基準に考察します。 

（『積算資料ポケット版総合編・2010 年後期』財団法人経済調査会刊 から抜粋・別添）  

―CNH1000 との共通点：高断熱、木質バイオマス暖房、最低限の設備、地場材 

―CNH1000 との相違点：仕上材、造作、オール電化、給排水設備仕様、規模等 

これらを総合すると共に、東北地方の平均的な建設費を落とし込めば、1000 万円に収

まる目途がたちます。 
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プランニング提案-その 1 

 

成長する家 ● リオタデザイン／関本竜太 

 

 



成長する家 [1000万円で建てるカーボンニュートラルハウス]

【成長する家】

これは仮設住宅ではありません．

時期が来れば解体され，廃棄物の山をつくる家ではなく

最小限の住まいからはじまって，少しずつ必要な広さと

快適性を，住まい手が選択しながら成長する家です．

それは被災地の中から立ちあがり，少しづつ街を復興し

てゆこうとする人々の意志に寄り添う家でありたいと

思います．その家の骨格をつくる考えは以下の通りです．

○高い断熱性能…次世代省エネ基準に準ずる性能

○再生可能な自然エネルギーの利用 

　…パッシブソーラー（陽だまり効果）

ペレットストーブ（エネルギーの地産地消）

○テクノロジーに頼らない省エネ対策 

…夏の通風，深い軒，障子による気候調整，

植樹による木陰効果，吹抜けによる煙突効果

○地場産木材の使用 

…構造・仕上げ（林業再生，ウッドマイレージ削減）

つまり，これは日本人が昔からあたりまえのように作っ

てきた民家のつくりそのものとも言えます．そこに現代

の工法や技術を掛け合わせることで，ローテク＆ローコ

ストによる高性能住宅を実現したいと思います．

リオタデザイン　関本竜太

PHASE-1

平屋最小限プラン 

51.84m2／15.68坪

PHASE-２

平屋増築プラン

66.42m2／20.09坪

PHASE-3

２階増築プラン 

106.11m2／32.09坪

１階 ２階

家族の間

12.0J

家族の間

16.0J

家族の間

16.0J

個室

6.0J

個室

6.0J

個室

6.0J

洗面所

UB

キッチン

吹抜け

フリースペース

2.0J

バルコニー

廊下

クローゼット

予備室

和室

8.0J

仏間

床間

押入

納戸

玄関

玄関

洗面所

UB

キッチン

縁側

納戸

玄関

ペレットストーブ

洗面所

UB

RIOTADESIGN.architects

個室

4.5J

個室

4.5J

ダイニング

5.5J

押入

UB

[標準型仮設住宅プラン]

30m2/9坪タイプ　

居住の問題点

・とにかく狭い

・暑い／寒い（断熱がない）

・音が筒抜け

・虫の侵入

・仮設の想定をこえる居住期間

・解体時の撤去費，廃材の処分

など

東北の人たちにとって，4.5Jの居室

というのは想像を絶する狭さでは？

玄関につながるダイニングではくつろぐこともできない

水回りによって自然光が入らない

狭すぎる脱衣スペース

洗濯機が

ダイニング

の中にある

個室

6.0J

和室

8.0J
個室

6.0J

個室

6.0J

仏間

床間

押入

ペレットストーブ

■ 基本的な居住性能に多くの問題を抱える仮設住宅



TYPE-A2 [応急型住宅] 平面図 S=1/100 （※A4の場合はA3に拡大）

91.53m2/27.68坪　木造２階建て　設定1000万円　◎単世帯／二世帯対応型｜家族設定４～６人（最大９人）

TYPE-A1 [応急型住宅] 平面図 S=1/100 （※A4の場合はA3に拡大）

51.84m2/15.68坪　木造平屋建て　設定600万円　◎単世帯型｜家族設定２～４人

TYPE-A3 [応急型住宅] 平面図 S=1/100 （※A4の場合はA3に拡大）

103.68m2/31.36坪　木造平屋建て　設定1000万円　◎長屋型｜家族設定２～４人ｘ２世帯

183.06m2/55.37坪　木造２階建て　設定1800万円　◎長屋型｜家族設定４～６人ｘ２世帯

成長する家 [1000万円で建てるカーボンニュートラルハウス]

TYPE-A [応急型住宅]

災害後５～１０年の生活を想定し，設備や仕様も最小限に抑え，

初動の生産性と普及性に力を置いた住宅です．

標準型の仮設住宅よりはゆったりした間取りになっていますが，

十分な広さとは言えないため，将来的に復興型(TYPE-B)への

増築や，各仕様も後々のグレードアップが可能なつくりとして

います．

タイプは，平屋と２階建てのタイプがあり，平屋タイプから将

来的に２階建てへの増築もできるような作りとします．

またより合理的な建設のために，長屋形式による建設プラン

(TYPE-A3)もあります．

【基本仕様】

木造在来工法（増築のジョイントは金物工法なども検討）

柱：杉１０５角

梁：杉１０５ x 240

仕上げ材：地場産杉板を中心に，地元流通材を使用

断熱材：所定性能を満たす入手可能品を使用

RIOTADESIGN.architects



TYPE-B1 [復興型住宅] 平面図 S=1/100 （※A4の場合はA3に拡大）

66.42m2/20.09坪　木造平屋建て　設定1000万円　◎単世帯型｜家族設定２～５人

TYPE-B2 [復興型住宅] 平面図 S=1/100 （※A4の場合はA3に拡大）

106.11m2/32.09坪　木造２階建て　設定1500万円　◎単世帯型・二世帯対応型｜家族設定4～7人

TYPE-B3 [復興型住宅] 平面図 S=1/100 （※A4の場合はA3に拡大）

119.07m2/36.01坪　木造２階建て　設定1800万円　◎単世帯型・二世帯対応型｜家族設定4～8人

成長する家 [1000万円で建てるカーボンニュートラルハウス]

TYPE-B [復興型住宅]

復興型は，ある程度最初から一定規模の住宅を建てたいという

方や，災害からある程度立ち直り，家族構成や環境の変化など

によってTYPE-Aからの増築を行いたいという方のためのプラ

ンです．

南北に設けた大開口による採光と通風，また縁側による緩衝帯

を設けることにより室内環境を調整します．またペレットスト

ーブを標準装備とし，バイオマスエネルギーによりエネルギー

の地産地消を行います．

将来的には平屋から２階建てへの増築や，２階の平面的な増築

も可能なつくりとします．

【基本仕様】

木造在来工法（増築のジョイントは金物工法なども検討）

柱：杉１０５角

梁：杉１０５ x 240

仕上げ材：地場産杉板を中心に，地元流通材を使用

断熱材：所定性能を満たす入手可能品を使用

RIOTADESIGN.architects



木造平屋プラン断面図　S=1/100

（※A4の場合はA3に拡大）

成長する家 [1000万円で建てるカーボンニュートラルハウス]

木造２階プラン断面図　S=1/100

（※A4の場合はA3に拡大）

RIOTADESIGN.architects

パッシブソーラー

通風

落葉樹による

夏季の日射調整

パッシブソーラー

縁側による

室内微気候調整

冬の北風

常緑樹による

冬季の防風対策

縁側による

室内微気候調整

冬の北風

常緑樹による

冬季の防風対策

通風



成長する家 [1000万円で建てるカーボンニュートラルハウス]

敷地配置案（敷地面積50坪の場合）　S=1/100 （※A4の場合はA3に拡大）

東北地方における最小敷地割りとして，50坪を単位とした

敷地割りの例です．こうした住居単位と地域暖房やコジェネ

といった地域設備を組み合わせて，コミュニティとエコタウ

ンをつくってゆきます．敷地の余白は屋根からの落雪を想定

し，またプライバシーからある程度隣家との距離を考慮した

配置案になっています．

RIOTADESIGN.architects

【将来的なエコタウン構想として】

敷地 50坪のケーススタディ



成長する家 [1000万円で建てるカーボンニュートラルハウス]

敷地配置案（敷地面積100坪の場合）　S=1/100 （※A4の場合はA3に拡大）

中～長期的な居住を考えると，用地の問題はありますが，

100坪程度のゆったりした敷地割が東北地方の住まいには

合うような気がします．建物を30度ほど角度を振って

街並みに奥行きと表情を与えます．駐車スペースも3台分

を確保し東北の自動車社会にも対応した配置案です．

RIOTADESIGN.architects

【将来的なエコタウン構想として】

敷地 100坪のケーススタディ
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プランニング提案-その２ 

 

住み続けるための持続可能な仮設住宅 ● 坪井当貴建築設計事務所／坪井当貴 

 

 



風除室 2
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プライベートスペース

蓄　熱　土　間

キッチン

間取り

5,460 5,460

1,200

風の流れ

太陽で発電する

ＵＢ

自然換気

ＳＥＣＴＩＯＮ

冬の太陽

夏の太陽

設備ユ ニット ／２０ フィー トコン テナ

１５ 年を目 安に更 新でき る。配管接 続のみ 現場で 対応

設備ユ ニット は単体 の工場 制作と し、現 場に据 え付け る。

間取り はオー プンプ ランを 基本と する。

簡易間 仕切り とする ことで 間取り の変更 に対応 できる 。

ペレッ トスト ーブ

バイオ マスエ ネルギ ーで補 助暖房

木廃材 を生活 に再利 用

可動格 子ユニ ット

防犯・ 日除け ・プラ イバシ ーの確 保

縁側ユ ニット

コミュ ニケー ション を誘発 する縁 側スペ ース

木廃材 を再利 用

サンル ーム（ オプシ ョン）

日だま りをつ くる緩 衝空間 ・室内 干し ＰＬＡＮ

機械室

燃料倉 庫

この 家は２ 年間に は限 定せず 、可能 な限り 長期生 活に対 応でき る

持続 可能な 住宅を 目指 してい る。

耐震性 や断熱 性など シェル ターと しての 基本性 能を有 し、

設備や 表層部 位につ いては 追加や 更新が できる ように してい る。

当初は 未熟な 応急仮 設住宅 であっ ても、 住まい 手の努 力によ る

「更新 」を促 すこと で、仮 設住宅 は骨を 埋める 恒久住 宅へと 変化す る。

間取 りは従 来の仮 設住宅 の２倍 の広さ を基本 とし

簡易 間仕切 壁の導 入によ り、可 変性の ある間 取りと してい る。

パブ リック スペー スの床 を蓄熱 土間と するこ とで

ゆる やかに 空間全 体を暖 めるこ とがで きる。

パッ シブソ ーラー やアク ティブ ソーラ ーなど 、自然 のエネ ルギー を

利用 するこ とでラ イフラ インの 自立と 災害に 強い住 まいの 型をつ くる。

仮設 住宅が そのま ま持続 可能な 安定し た住ま いにな りえる ことで

復興 への足 がかり と、ラ イフサ イクル C O 2 の削減 に貢献 する。

この 住宅は 仮設に 限定 しない 復興住 宅の提 案であ る。

住み続けるための持続可能な仮設住宅（t e m p o r a r y → f i  n a l  h o m e ）

[1 0 0 0 万円で建てるカーボンニュートラルハウス]

配管点検・交換

TSBOIARCHITECT & ASSOCIATES坪 井当貴 建築設 計事務 所

分離型 コア



Ｅ ｌ ｅ ｖ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ

3
,
0
0
0

設備ユ ニット ／２０ フィー トコン テナ

太陽光 発電パ ネル（ オプシ ョン）

杉ルー バーパ ネル

縁側ユ ニット

独立式 簡易基 礎
配管 接続工 事

玄 関ドア折板屋 根：断 熱材裏 打ち

雪おろ し不要 （雪載 せ）

将来の 増築

※柱材 Ｌ＝３ Ｍ材を 使用す る

可 動式格 子ユニ ット

05

05

03 04 05

[1 0 0 0 万円で建てるカーボンニュートラルハウス]

住み続けるための持続可能な仮設住宅の提案

TSBOIARCHITECT & ASSOCIATES坪井 当貴建 築設計 事務所



サン ルーム

断熱 ＋下地 パネル

断熱＋ 下地パ ネル

プラ ットフ ォーム

断熱 ＋下地 パネル

屋根パ ネル／ 折板（ 更新）

設備 ユニ ット／ ２０フ ィート コンテ ナ（更 新）

木仕 上げパ ネル（ 更新）

木仕 上げパ ネル（ 更新）

可動格 子ユニ ット

緑化 ユニ ット（ オプシ ョン）

ソーラ ーパネ ル（オ プショ ン）

縁側ユ ニット （更新 ）

Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　Ｄｉａｇｌａｍ

[1 0 0 0 万円で建てるカーボンニュートラルハウス]

住み続けるための持続可能な仮設住宅の提案

坪井当 貴建築 設計事 務所 TSBOIARCHITECT & ASSOCIATES

（更新 ）

（オプ ション ）



住み続けるための持続可能な仮設住宅の提案

[1 0 0 0 万円で建てるカーボンニュートラルハウス]

Ｌａｎｄｉｎｇ

ＳＥＣＴＩＯＮ－２

ＳＥＣＴＩＯＮ－１

坪井当 貴建築 設計事 務所 TSBOIARCHITECT & ASSOCIATES

Ｓ ＥＣＴ ＩＯ Ｎ－３
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『積算資料ポケット版総合編・2010 年後期』 

（財団法人経済調査会発刊より） 
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カーボンニュートラルハウス 1000 

（仮）ロゴマーク展開イメージ（五百川真里恵） 
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ph 展開：カーボンポジティブハウス1200

基本形：カーボンニュートラルハウス1000

展開：カーボンポジティブハウス1400

展開：カーボンニュートラルハウス900

展開：カーボンニュートラルハウス800

展開：カーボンニュートラルハウス600

ph
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※スペックとコストがひと目で認識可能で展開がしやすいデザイン

※無限に成長するイメージ（∞）




